
  もり・かわだより NO.2８    
2023.10.0３ なかよしこども園 

今日は本番の流れに添って音響なども使って、運動会の練習をしました。リレーも新しいゼッケン

をつけ、いつもと違った雰囲気に子どもたちも少し緊張した表情でした。本番さながらのリレー 

対決はどちらに軍配が上がったでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  もり組編 

 昨日のアンカー勝負を経験し、一夜明けた今日の子どもたちの姿はどこか清々しく、それぞれに

経験を消化したんだろうなという顔つきでした。とうぎは『ひろやアンカーがんばってほしいね！』

と言ってきました。ご家庭での子どもたちへの寄り添い、フォローをありがとうございました     

 朝、吉田がもり組の作戦を改めて画用紙に書いていると、ことね、こうた、まはな、とうぎが寄ってき

て、こうたは走順のボードを見ながら、昨日のタイムやななかのサポートを考慮しながら自分なりの

作戦で走順を考えていました。自分ができることを考えてきたのですね。 

そして、『順番をどうしてこうしたか理由も一緒にミーティングで話してくれる?』と聞くとこうたは

自信を持って『うん！』と答えてくれました。 

その走順は・・・ 

 

 

まず、一番最初とアンカーは速い人が走る。ななかの前はは 

るまさでななかを送り出す。ななかの後ろは速い人を続けて挽

回する。アンカーから前は速い人で固める。これがこの走順

の作戦です。 

 

 

ミーティングでこれをみんなに伝えると満場一致で『さんせい！いいね！』の声があがりました。

リレーという活動になって、自分の気持ちを表現することにすごく慎重になっていたこうたが、ここ

で一気にリーダーシップを発揮してきました！もり組の気持ちはまたググっと集まってきていま

す！ 

 

そして気合の入ったリレーが始まりました。担任はもう入場からウルウルでした    はしる子どもた

ちの姿は、全力でもう勝敗はどちらでもいい、ここまでの子どもたちの葛藤や認め合い、いろんなことを

思い返してもう涙が止まりませんでした。 

結果は・・・かわ組の勝ち。。。れおなは『ままにあいたいー』と泣きました。は)まいは『もっともっと 

ほんきではしればいいんだよ！』はな『れんしゅうしよう！』ひろや『ひろがもっとほんきではしれば 

よかった・・・』かなた『ほんばんではぜったいかつ！』それぞれがこの負けをしっかり受け止め、でも 

決して後ろ向きではありません。みんなの目の前には金メダルが光っています！！ 

運動会まであと 3日、保護者のみなさんも熱い眼差しと応援をよろしくお願いします！ 

 

 

 

 

 

 



🐟かわ組編（欠：おとは・りゅうと） 

昨日、『明日は本番のリハーサルだよ！』と帰りのミーティングで伝えたかわ組。ちょっとドキドキ

してるかな…大丈夫かな…と少し心配していた担任でしたが、朝来るなり、いお『今日も金メダルだ

から！』こう『絶対勝つもんね！』と意気込んでいました。 

２便が来たタイミングで、ミーティング開始！ 

山田『昨日も言ったけど、今日は本番のリハーサルだよ！【私は最強】と【綱引き】と【リレー】を

するけど、今からリレーの順番決めようと思うんだけど…』 

けい『けいくんがアンカーだと勝つから、けいくんがアンカーがいいと思う！』そうへい『アンカー

やりたい』いつき・なぎ『アンカーやりたいな』 

山田『みんなさ、ミーティングしてきて、色々作戦出してくれたじゃん？その中で、アンカーはやっ

ぱり一番速い人がいいと思うって、前に出てきたけど…誰にアンカー走ってほしいと思う？』 

それぞれ、『う～～～ん』と考えている・・・・ 

 

いつき『でもさ、オレ一回もアンカーやってないんだよ』なぎ『オレもだよ』 

私は、今まで子どもたちの決定を尊重してきました。立候補が被ったときには『どうやって決める？』

と子どもたちに問いかけて、その決め方は子どもたちが決めてきました。これまでアンカーを決め

る時も、じゃんけん対決で勝った人がやってきました。今、そこに異を唱えることは、自分たちが決

めてきたことだから、自分たちで解決してほしいな…と思っていたとき。 

 

ゆら『でもさ、やっぱり速いひとがやったらいいと思う』 

山田『ゆらちゃんは、誰にアンカーやってほしい？』ゆら『だいちゃん。』 

ゆらが言い始めるとそれぞれにアンカーに推薦したい人を言い始めた子どもたち。 

でも一歩も譲らないいつき・なぎ・そうへい・けい。結局、子どもたちが決めた方法はじゃんけんでした。

じゃんけんで勝ち取ったのは、けいでした。 

バトンパスの際に『はい！』と言うことも覚えていて、みんなで部屋で練習。ばたばたと走順を決め

て園庭に飛び出していきました。 

そして全体練習での結果は・・・僅差でかわ組の勝ち！！！！金メダルを守りました！！！ 

みんなで喜びの午後を過ごして・・・帰りのミーティング。 

山田『昨日も言ったけど、もうすぐ本番だから、本番の順番をそろそろ決めたいと思うんだ。でね、

明日みんなで考えたいことがふたつあるの。①は、もり組に勝てる順番。②は、みんながたいきにど

うしてほしいか。みんなで考えたいの。』 

そうへい『たいきもかわ組だから、やっぱり走らないのは違うと思う』 

れい『一緒のかわ組だから、走ってほしい。かっちも前走らないって言ってたけど、ほら、今めっち

ゃ速く走ってるしさ。』こう『走ってほしいな…』 

明日は、↑の話を決めていきたいと思っています。たいきが遊びのなかで走っているのも知っている

し、たいきの気持ちも分かっているかわ組。明日は、子どもたちと一緒に、それぞれの思いをすり合

わせて、お互いが納得する形ができればいいなと思っています。 
 


